
新たなフィールドへの挑戦
～みみはら・ダヴィンチへの取組み～

3D映像と微細な手術器具を組み合わせて操作することができ、高い精度で手術を行うことが可能です。
手術中、術者資格を持った医師がコンソールから手術を行い、ダヴィンチのアームが患部にアクセスして
手術を行います。患者さんにとっても、従来の開腹手術と比較し、術中出血量、術後疼痛が少なく社会復
帰が早いというメリットがあります。また低侵襲手術とされていた腹腔鏡手術と比較しても、手術創部にか
かる負担が少ないため、術後の痛みが少なくより侵襲の低い手術と考えられます。

ダヴィンチ
手術とは
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中
高
年
の
女
性
に
多
く
、出
産

経
験
の
あ
る
女
性
の
半
数
が
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、未
産
婦

に
も
認
め
ま
す
。閉
経
前
で
す
と
婦

人
科
疾
患
を
想
起
し
や
す
い
の
で

す
が
、閉
経
後
で
す
と
婦
人
科
疾
患

と
は
思
わ
ず
に
、婦
人
科
以
外
の
診

療
科
を
受
診
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

症
状
が
単
独
も
し
く
は
複
数
あ

る
場
合
、骨
盤
臓
器
脱
だ
け
で
な

く
子
宮
筋
腫
・
子
宮
腺
筋
症
、子

宮
癌
・
子
宮
肉
腫
・
子
宮
内
膜
増

殖
症
・
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
・
子

宮
瘤
膿
腫
・
卵
巣
癌
・
卵
巣
嚢
腫

な
ど
を
同
時
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

臓
器
の
下
降
感
が
主
な
症
状

で
、下
腹
部
不
快
感
、排
尿
障
害
、

不
正
出
血
や
帯
下
異
常
の
み
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
不
正
出
血
や
帯
下
異
常
を

訴
え
る
と
き
は
、癌
・
ポ
リ
ー
プ
・

子
宮
内
膜
増
殖
症
・
筋
腫
・
子
宮

瘤
膿
腫
な
ど
を
合
併
し
て
い
る
こ

と
も
。

「
疑
わ
れ
る
症
状
」が
あ
る
場
合

は
、婦
人
科
疾
患
を
疑
っ
て
婦
人
科

受
診
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

疑
わ
れ
る
症
状
　

臓
器
の
下
降
感

（
子
宮
、膀
胱
な
ど
）

骨
盤
臓
器
脱

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
受
診
を

◎
加
齢
変
化
に
よ
り
骨
盤
底
組
織

が
緩
み
ま
す

◎
労
働
、家
事
、運
動
、便
秘
症
な

ど
に
よ
り
腹
圧
を
か
け
る
こ
と

が
悪
化
の
要
因
で
す

◎
高
齢
に
な
っ
て
も
労
働
を
継
続

す
る
方
が
増
え
、発
症
す
る
方
も

増
え
て
い
る
よ
う
で
す

◎
加
齢
に
よ
り
便
秘
症
も
増
え
る

が
、い
き
ん
で
力
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
る
発
症
も
あ
り
ま
す

ペ
ッ
サ
リ
ー
な
ど
手
術
以
外
の
療

法
で
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
や

感
染
症
を
併
発
す
る
場
合
に
手
術

療
法
を
選
択
し
ま
す
。症
例
に
合
わ

せ
て
、古
典
的
な
骨
盤
臓
器
脱
手

術
、腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術
手

術
を
選
択
し
ま
す
。

難
易
度
が
高
く
な
る
患
者
さ
ん

に
対
応
出
来
る
よ
う
に
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
選
択

す
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

発
症
や
悪
化
の
要
因

治
療
の
選
択
肢

ペ
ッ
サ
リ
ー
に
よ
る
保
存
療
法

腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術

腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術
手
術

下
腹
部
不
快
感

（
膨
満
感
、痛
み
な
ど
）

不
正
出
血
や
帯
下
異
常

※
現
在
当
院
産
婦
人
科
で
実
施
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
は
、子
宮
筋
腫
な
ど
の
良
性
疾

患
に
対
す
る
子
宮
全
摘
術
、子
宮
脱
や
膀
胱
脱

に
対
す
る
仙
骨
膣
固
定
術
で
あ
り
、認
定
資
格

を
取
得
し
た
術
者
2
名
、助
手
2
名
に
よ
っ
て

主
に
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◎骨盤臓器脱の種類

【子宮脱】 【腟断端脱】（子宮全摘後）【直腸瘤】

【正常】

仙骨

直腸

【小腸瘤】（子宮全摘後）【膀胱瘤】

排
尿
障
害

（
頻
尿
、尿
失
禁
、残
尿
感
な
ど
）

NEW

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
と
い
う
選
択
肢

骨
盤
臓
器
脱
は
、骨
盤
内
の

臓
器
が
膣
や
肛
門
か
ら
脱
出

し
て
く
る
疾
患
で
す
。

子宮

膀胱

恥骨
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尿道

精巣

膀胱

直腸

精嚢
恥骨

前立腺

検
査
方
法
に
つ
い
て

手
術
治
療

前
立
腺
癌
は
60
歳
以
上
の
男
性

に
発
症
し
や
す
く
、親
族
に
前
立
腺

癌
の
方
が
い
る
場
合
に
も
前
立
腺

癌
発
症
の
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

進
行
し
た
前

立
腺
癌
で
は
骨

に
転
移
し
や
す
く
腰
痛

な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合

が
稀
に
あ
り
ま
す
。前
立
腺
の
大
き

さ
は
個
人
差
が
あ
り
、お
お
よ
そ
栗

か
ら
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
位
の
大
き
さ
で

す
。前
立
腺
肥
大
に
前
立
腺
癌
を

伴
っ
て
い
る
と
尿
が
出
に
く
い
、ト

イ
レ
が
近
い
等
の
症
状
が
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
は
前
立
腺
肥
大
の
症
状

で
あ
り
、前
立
腺
癌
特
有
の
症
状
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、前
立
腺

癌
を
疑
う
特
徴
的
な
症
状
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
。

前
立
腺
癌
の
診
断
に
は
健
康
診

断
・
か
か
り
つ
け
医
や
病
院
で
、前

立
腺
癌
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
る

P
S
A
を
測
定（
血
液
検
査
）す
る

こ
と
が
有
用
で
す
。P 

S 

A 

が
正
常

値（
4
ng
/
ml
以
下
）よ
り
高
値
で
あ

れ
ば
前
立
腺
癌
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、画
像
検
査（
M
R
I
）、前

立
腺
針
生
検（
検
査
入
院
）を
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、前
立
腺
癌
以
外
で
も
、

前
立
腺
肥
大
や
尿
の
出
方
が
悪
い
な

ど
の
原
因
で
P
S
A
が
正
常
値
よ

り
高
値
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

当
科
で
の
前
立
腺
針
生
検
の
特

徴
と
し
て
は
、

系
統
的
前
立

腺
生
検（
無
作

為
に
前
立
腺

組
織
を
採
取

前
立
腺
癌

近
年
日
本
で
も
急
増
し
て
い
ま
す

す
る
方
法
）と
標
的
前
立
腺
生
検

（
M
R
I
と
超
音
波
検
査
を
融
合

し
た
画
像
を
も
と
に
、前
立
腺
癌
を

疑
う
場
所
を
狙
っ
て
組
織
を
採
取

す
る
方
法
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
生
検
に
て
前
立
腺
癌
と

診
断
さ
れ
れ
ば
、ま
ず
前
立
腺
癌
の

転
移
の
有
無
に
つ
き
検
査
を
行
い

ま
す（
C
T
検
査
、
骨
シ
ン
チ
検

査
）。治
療
方
法
は
、前
立
腺
癌
の

状
態（
P
S
A
値
、悪
性
度
、進
行

度
、転
移
の
有
無
等
）、年
齢
な
ど

を
考
慮
し
て
患
者
さ
ん
と
治
療
方

法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

遠
隔
転
移
が
な
い
場
合
、ロ
ボ
ッ

ト
支
援
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘
除

術
。腹
部
に
約
1
〜
2
㎝
の
穴
を
6

カ
所
使
用
し
て
前
立
腺
を
摘
除
す

る
方
法
が
選
択
で
き
ま
す
。

治
療
の
選
択
肢

当
科
の
特
徴

疑
わ
れ
る
症
状
　

初
期
の
前
立
腺
癌
は
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん

NEW

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
が
有
効
な
症
例

（
遠
隔
転
移
が
な
い
場
合
）

そ
の
他
の
治
療
法

放
射
線
治
療

※
当
院
で
は
放
射
線
治
療
が
無
い
た
め
希
望
の
方

は
近
隣
病
院
に
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

・
I
M
R
T
：
体
外
か
ら
前
立
腺
に

放
射
線
を
照
射
す
る
治
療（
外
照

射
治
療
）▼
前
立
腺
癌
の
状
態
に

て
ホ
ル
モ
ン
治
療
併
用

・
小
線
源
治
療
：
放
射
線
を
出
す

線
源
を
前
立
腺
に
挿
入
す
る
治

療（
内
照
射
治
療
）▼
前
立
腺
癌

の
状
態
に
て
外
照
射
治
療
併
用

・
重
粒
子
線
治
療
：
体
外
か
ら
前

立
腺
に
重
粒
子
線
を
照
射
す
る

治
療（
主
に
炭
素
イ
オ
ン
を
用
い

た
放
射
線
治
療
）▼
前
立
腺
癌
の

状
態
に
て
ホ
ル
モ
ン
治
療
併
用

男
性
ホ
ル
モ
ン
を
抑
え
る
治
療
▼
３

か
月
に
１
回
の
注
射（
皮
下
注
射
）

と
内
服
薬
の
併
用
▼
治
療
期
間 

基

本
的
に
は
一
生（
根
治
性
は
無
く
、

手
術
や
放
射
線
治
療
を
希
望
し
な

い
場
合
）

ホ
ル
モ
ン
治
療

遠
隔
転
移
が
無
い
場
合 C

A
S
E 

1

【
１
．診
療
】

M
R
I
‐
超
音
波
融
合
画
像
に
よ
る

3
D
前
立
腺
標
的
生
検
（
バ
イ
オ

ジ
ェ
ッ
ト
）▼
通
常
の
前
立
腺
生
検
と

比
較
し
て
２
倍
の
癌
検
出
率

【
2
．治
療
】

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「da

V
inci

X
i

」

を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡
下
前

立
腺
全
摘
除
術
の
導
入
▼
低
侵
襲
手
術

治
療
の
導
入

そ
の
他
の
治
療
法

ホ
ル
モ
ン
治
療

男
性
ホ
ル
モ
ン
を
抑
え
る
治
療
▼
３

か
月
に
１
回
の
注
射（
皮
下
注
射
）

と
内
服
薬
の
併
用
▼
治
療
期
間 

基
本
的
に
は
一
生

抗
癌
作
用
に
て
癌
の
進
行
を
抑
え
る

点
滴
治
療
▼
治
療
期
間 

癌
の
進
行

が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
継
続

抗
癌
剤
治
療

遠
隔
転
移
が
あ
る
場
合 C

A
S
E 

2
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上行結腸

下行結腸

肛門

虫垂

S状結腸
盲腸

直腸

横行結腸

直
腸
癌
と
は
、直
腸
内
で
発
生
す

る
癌
の
こ
と
で
あ
り
、早
期
発
見
と

的
確
な
治
療
が
重
要
で
す
。

直
腸
癌
の
疑
い
が
あ
る
症
状
と

し
て
は
こ
れ
ら
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

症
状
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

直
腸
は
、大
腸
の
一
部
で
、腸
管

の
最
後
の
部
分
に
位
置
し
て
い
ま

す
。直
腸
は
、腹
部
の
下
部
か
ら
骨

盤
の
中
に
か
け
て
伸
び
る
管
状
の

器
官
で
あ
り
、排
便
時
に
便
を
貯

蔵
し
、排
泄
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。直
腸
は
、腸
間
膜
や
他
の

臓
器
に
密
接
に
隣
接
し
て
お
り
、周

囲
の
組
織
や
臓
器
に
腫
瘍
が
転
移

し
や
す
い
特
性
が
あ
り
ま
す
。

直
腸
癌
は
、そ
の
位
置
の
特
殊

性
か
ら
、症
状
が
進
行
す
る
と
排

便
時
の
痛
み
や
出
血
、排
便
の
異

常
感
な
ど
が
現
れ
や
す
い
で
す
。ま

た
、直
腸
の
近
く
に
は
神
経
や
血

管
が
豊
富
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、

腫
瘍
が
周
囲
の
組
織
や
血
管
に
侵

入
す
る
と
、合
併
症
が
生
じ
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

直
腸
癌
の
治
療
法
は
、他
の
癌

と
同
じ
く
、手
術
、抗
癌
剤
に
よ
る

化
学
療
法
、放
射
線
療
法
が
あ
り

ま
す
が
、基
本
は
手
術
で
す
。

便
秘
や
下
痢
　

腹
部
の
腫
れ
　

便
中
に
血
液
が
混
じ
る

直
腸
癌

大
腸
癌
の
一
種

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
手
術
で
、

3
D
映
像
と
微
細
な
操
作
が
可

能
。特
に
、肛
門
に
近
い
直
腸
癌
の

手
術
に
お
い
て
、ぶ
れ
な
い
精
密
な

手
術
が
実
現
し
、周
囲
の
組
織
や

神
経
を
最
小
限
に
保
護
し
な
が

ら
腫
瘍
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

手
術
範
囲
の
限
定
や
神
経
保
護

が
必
要
な
場
合
に
素
晴
ら
し
い
効

果
を
発
揮
し
、患
者
の
回
復
期
間

が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

疑
わ
れ
る
症
状
　

疾
患
に
つ
い
て

治
療
の
選
択
肢

カメラ

術者の
鉗子（２本）

助手の
鉗子（２本）

腹
腔
鏡
下
直
腸
切
除
術

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
直
腸
手
術

NEW

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
と
い
う
選
択
肢

そ
の
他
の
治
療
法

経
肛
門
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
直
腸
手
術

肛
門
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
直
腸
を
切
除
。外
傷
が
少

な
く
手
術
後
の
回
復
が
早

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

腹
腔
鏡
を
用
い
て
直
腸

を
切
除
す
る
手
術
。手
術

範
囲
が
広
が
り
や
す
い
が
、

手
術
後
の
回
復
期
間
が
必

要
で
す
。
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ロボット支援手術と聞きますと、あたかも人間に代わってロボットが手術を行うかのようにイメージしてしまいま

すが、手術支援ロボットはあくまで手術を手助けする機器となります。

この支援手術は、患者さんから離れた位置にあるコンソールと呼ばれる操作機器を操作する医師の手の動

きが、患者さんの体内でロボットアーム先端のさまざまな器具の動作に繋がり、精密な手術を可能とする新

しい技術です。

またロボット支援手術の利点は、精度が高く、繊細な動きが可能となります。さらに高精度な3Ｄ画像で術野

の確認ができ、従来の腹腔鏡手術では難しい部位にもロボットアームにより柔軟に対応できます。

多職種にわたるスタッフが準備やシミュレーションを重ね、2024年3月の初症例を目指し万全の体制で

スタートいたしました。現在婦人科手術、泌尿器科手術、消化器外科手術で活用しています。

このロボット支援手術によって患者さんの社会復帰が早くなる、というメリットがございますので、対応が可能

な手術なのか主治医にご相談ください。

当院はこれからも患者さんにとって安心で安全な医療が

提供できるよう、一丸となり取り組んでまいります。

術中の出血が少ない

傷が小さく回復が早い

術後の疼通が少ない

機能温存が向上する

da Vinci Xi手術支援ロボット

当院では2023年12月、
手術支援ロボット（ダヴィンチXi）を導入いたしました。
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